
平
和
憲
法
か
ら
見
る

★
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ガ
ザ
・
沖
縄

◆
戦
後
７
９
年
間
戦
争
の
無
か
っ
た
日
本
、
そ
の
中
で
生
き
る
私
た
ち
は
、
世
界
で
起
き
て
い

る
悲
惨
な
戦
争
、
そ
し
て
戦
争
準
備
に
傾
斜
す
る
日
本
に
無
関
心
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

（
一
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
の
悲
劇

◆
「
こ
の
軍
事
作
戦
は
数
日
で
終
わ
る
」
・
・
・
２
０
２
２
年
２
月
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
こ

の
言
葉
で
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
約
２
年
半
過
ぎ
て
も
出
口
は
見
え
ま
せ
ん
。

こ
の
戦
争
で
の
死
者
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
７
万
人
、
ロ
シ
ア
１
２
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
そ
し
て
昨
年
１
０
月
に
始
ま
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ガ
ザ
の
戦
闘
も
８
ヶ
月
を
過
ぎ
て
も
終
わ

り
は
見
え
ま
せ
ん
。
死
者
は
３
万
５
千
人
を
こ
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
こ
の
戦
争
で
最
も
心
痛
む
の
は
、
戦
争
に
何
の
関
係
も
無
い
幼
児
や
障
害
者
、
病
人
な
ど
弱

者
が
真
っ
先
に
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
戦
争
の
悲
劇
は
こ
こ
に
こ
そ
あ
り
ま
す
。

（
二
）
沖
縄
の
悲
劇

◆
六
月
二
三
日
、
沖
縄
は
沖
縄
戦
の
二
十
万
人
の
犠
牲
者
を
悼
む
「
慰
霊
の
日
」
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
戦
争
で
も
一
番
心
痛
む
悲
劇
は
死
者
の
約
半
分
、
９
・
５
万
人
が
民
間
人
だ
っ
た

こ
と
で
す
。

◆
更
に
こ
の
中
に
は
、
朝
鮮
半
島
で
強
制
的
に
徴
用
さ
れ
て
き
て
犠
牲
と
な
っ
た
人
た
ち
約
１

万
人
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
の
非
倫
理
性
と
犯
罪
性
は
こ
う
い
う
所
に
現
れ
て
い
ま
す
。

◆
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
国
は
ま
た
戦
争
の
準
備
を
始
め
、
沖
縄
を
含
む
琉
球
弧
に
ミ
サ
イ

ル
な
ど
を
集
中
的
に
配
備
し
て
い
ま
す
。

（
三
）
私
た
ち
の
選
択
ー
弱
者
最
優
先
・
非
戦･

非
暴
力

◆
二
つ
の
戦
争
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
分
析
と
当
事
国
に
対
す
る
支
持
不
支
持
が
入
り
乱
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
浜
松
市
憲
法
を
守
る
会
は
、
そ
れ
ら
の
ス
タ
ン
ス
の
い
ず
れ
か
に
与
す
る

く
み

選
択
は
控
え
て
い
ま
す
。

◆
私
た
ち
の
ス
タ
ン
ス
は
「
弱
者
最
優
先
」
・
「
非
戦
・
非
暴
力
」
で
す
。
そ
れ
が
弱
い
者
の
犠

牲
を
最
小
化
す
る
平
和
憲
法
の
理
念
だ
か
ら
で
す
。

◆
そ
の
選
択
で
国
が
敗
れ
て
も
、
正
義
を
重
ん
じ
弱
者
を
守
っ
た
国
は
ま
た
必
ず
復
活
し
ま
す
。

★
間
も
な
く
敗
戦
の
日
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
来
年
の
６
月
８
日
は
こ
の
行
進
は
７
０
０
回
の

節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
、
ガ
ザ
の
悲
劇
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
悲
惨
な
戦
争
が
終
わ
っ
て
い

る
こ
と
、
沖
縄
の
基
地
建
設
が
中
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

二
〇
二
四
年
七
月
十
四
日
（
日
）
護
憲
平
和
行
進
（
通
算
６
８
９
回
目
）

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
央
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



日
本
国
憲
法
「
第
二
章

戦
争
の
放
棄
〔
戦
争
の
放
棄
と
戦
力
及
び
交
戦
権
の
否
認
〕

第
九
条

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、

国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を

解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。


